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               図書館だより 
 
 

 レポートと論文                       図書館より    

みなさん！課題のレポート・論文に悩んでいませんか？そんなあなたに朗報です。 

図書館ではよいレポート(論文含)・読みたくないレポート(論文含)について先生方にアンケ

ートを実施しました。これを読んであなたのレポートも一歩レベルアップを図りましょう！ 
  

                                                  

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

     
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考図書の紹介（レポート・論文の書き方）                  
    図書館には、レポートや論文の書き方について詳しく書かれた本があります。 

ぜひ参考にしてみてください。 

また今回はその一部をご紹介します。 
 

請求記号 書  名 著 者 出版社 

816.5/O82 誰も教えなかったレポート・論文書き

分け術 

大竹秀一 SCC 

816.5/I74 大学生の論文執筆法 石原千秋 ちくま書房 

816.5/O22 大学生のためのレポート・論文術 小笠原喜康 講談社 

816.5/Ko76 レポート・論文の書き方入門 第 3 版 河野哲也 慶應義塾大学出版会 

816/N83 栄養士・管理栄養士をめざす人の文章

術ハンドブック 

西川真理子 化学同人 

ノースアジア大学 

附属図書館 

平成 25年 10月 25日

５号  

●ひと目でよい！と思うレポート・論文とは 

起承転結など文章構造が明快な論文。目次を見れば論

立ての構造がわかります。そして次に結論を読み、その

結論が陳腐でないか、独自性があるかを確認し、そこま

でで読み続ける価値があるかどうかを判断します。つま

り、学生に心掛けてほしいのは、目次に現れる文章構造

の明確性と結論のユニークさの二つです。なお、欧米の

ビジネスの現場では、多忙なトップに短時間で自分の論

文に興味を持ってもらうために必ず Executive Summary

や Teasers Report をつけます。皆さんも試してみてくだ

さい。（Ｍ） 

●読みたくない！と思うレポート・論文とは 

 

・タイトルが冗長なもの 

・誤字・脱字があるもの 

・表記・用語が不統一のもの 

・鉛筆書きのもの 

・粗雑・乱雑なもの 

・表紙がついていないもの 

・ホチキスで止めていないもの 

・抽象的な議論ばかりで具体性がないもの 

・正確な事実や知識に基づかないもの 

・大した論理もなく強引にこじつけ結論づけたもの

アドバイス！ 
 

レポートは、他人に読んでもらうも

のなので読み手を意識し、何度も

推敲することを心がければ、格段

に印象がよくなるそうです！ 

（Ｗ） 

大学生は、

800 字は書

けないとね
忠告！！

インターネットサイトのコピーペース

トや書籍の丸写しは、評価の対象に

なりません。先生たちは、その分野

の専門家です。「ひと目で」気がつき

ます。（Ｗ） 
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《利 用 案 内》 

●開館時間  月 ～ 金  午前８時３０分～午後５時１０分 

※休館日（土・祝日、創立記念日４月２６日） 

●貸出期間  ２ 週 間  ※長期貸出期間（夏季・冬季・春季）有り 

●貸出冊数  ３冊 ま で ※卒論貸出・長期貸出５冊まで 

ノースアジア大学附属図書館 
〒010-8515 秋田市下北手桜守沢４６－１   

TEL018-836-2407  E-mail naulib@nau.ac.jp   

定期購読誌紹介          hotto ひと息    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生希望図書をご存じですか？                
図書館には、皆さんが選んだ本を購入する「学生希望図書」という制度があります。 

     すべてのリクエストが通るとは限りませんが、読みたい本がありましたら図書館に申し込んで 
     みてください。 
      ※２階のカウンターの申込用紙に記載し図書館職員に提出してください 

 

◆学生希望図書で購入した図書の一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回目 

公務員試験受験ジャーナル 

(実務教育出版) 

 

本誌は、その名の通り公務員を志す者への情報提

供を目的とする月刊誌である。特別企画として学習

スタートブックや予想問題集などの別冊も発行さ

れている。 

誌面の内容は、試験科目の対策に関するものや受

験データだけではない。公務員の仕事内容が具体的

にわかる記事（「公務員の仕事ＦＩＬＥ」など）も

あり、志望職種への動気づけを高めるためにも役立

つようになっている。 

 公務員試験に限ったことではないが、今日の資

格試験・採用試験における試験内容および対策は、

相当程度に規格化されていると考えられる。そのよ

うな状況下においては、公務員試験の勉強法や受験

先を選定する道標として本誌を活用することの価

値は高いと言えるだろう。 

 

紹介者：井上伸良（法学部法律学科准教授） 

   

秋の秋田の郷土料理といえば「きりたんぽ」

や「だまこもち」を思い浮かべますが、皆さ

ん「あけびの田楽」という秋田の郷土料理は

ご存じですか？ 鹿角市の郷土料理というこ

とですが、私は今回初めて知りました！因み

に「あけび」は熟すと実が開く事から「明け

実」となり、それがなまって「あけび」と呼

ばれているのだそうです。 

『おくむらあやおふるさとの伝承料理８ 春

夏秋冬季節のおかず』(奥村彪生文・めぐろみ

よ絵/農山漁村文化協会)ではあけびの田楽を

はじめ、春夏秋冬様々な地方の郷土料理がカ

ラー写真で紹介されています。また可愛らし

いイラストや作者の子供に語りかけるような

優しい文章も本書の魅力の一つだと思いま

す。 

このシリーズは他にも図書館に所蔵されて

いますので、私もこれを読んで日本の食文化

や郷土料理についてもっと学んでいきたいと

思いました。 

 

             記事：みずほ 

・村上春樹「1Q84」新潮社 

・森見登美彦「夜は短し歩けよ乙女」角川書店 

・ワタナベマキ「また作りたくなる 1 週間献立ノート」サンマーク出版 

・A.C. チャン「現代経済学の数学基礎(上)(下)」シーエーピー出版 

・児玉幸多「くずし字解読辞典」東京堂出版 ほか


